


保全活動について、平成 2 6年に開催された「第 ;34 回全国豊かな海づくり大会」において水産

庁長官賞を受賞した。

当地域においては、漁業者の裔齢化、後継者不足、市場での魚価の低迷、さらには原油価格の

上昇による漁業用燃料及びそれに伴う漁業資材等の値上がりにより、漁家経営は大変厳しい状況
である。

(2)その他の関連する現状等

当地域の海域では、海水温の上昇による漁獲物の変化、沖合での外国船による違反操業等
漁業を取り巻く環境は年々悪化している。

3 活性化の取組方針

(1) 前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等
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活用する支援措置 ・水産業ブランド創出事業（市）

等 ・セ ー フティ ーネット構築事業（国）

•水産多面的機能発揮対策事業（国）

・豊かな海再生事業（市）

e 漁場造成事業（県）

．栽培漁業推進事業（市）

・漁業者保証円滑化対策事業（国）

・漁業人材育成総合支援事業（国）

・漁港施設機能強化事業（国）

(5)関係機関との連携

各取組について、 行政、 関係機関、研究機関の指導、協力を受けながら事業を推進完了させる。
また、鮮魚市場、 流通業者、 加工業者及び飲食店等についても連携強化を図ることで取組効果を

発揮する。

4 目標

(1)所得目標

基準年 平成29年度： 漁業所得 円
-------漁業所得の向上10%以上 •----- -----�------------------------------------------------------------
目標年 平成35年度： 漁業所得 円

(2)上記の算出方法及びその妥当性

(3)所得目標以外の成果目標

・ヤズの加工品開発
基準年

平成 2 9年度：しまごはんの販売数量

しまごはん 3 種類から 5種 14, 500 本／年
---------- ------ - ----- - -- - - - - - -------- - - - ------ - - - - - - - - - --- - - - - - - - - - - - -

類に追加
目標年

平成3 5年度：しまごはんの販売数量

15, 950 本／年

(4)上記の算出方法及びその妥当性
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